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1 は じ め に

集約的な栽培を行つている野菜畑では一般に施肥量が

多く、連作により特定の養分が集積して過剰になるおそ

れがある。また、転換畑では畑地化の進行にともない窒

素流出量が増大し、これによる地 ド水汚染が懸念される。

そこで、転作野菜の作付が多い秋田県のH町において転

作圃場の養分状態について調査を行い、この中で最も施

肥量が多く、養分溶脱豊も多いと推測されたキュウリ栽

培 1直1場で窒素溶1党の実態について調べたので、その結果

を報告する。

2調 査 方 法

(1)転作野菜圃場の L壊の理化学性

1998年 11月 下旬に、秋
「
1県 H町の転作 10年前後の野菜

圃場 (エ ダマメ5カ所、スイカ9カ所、キユウリH力所 )

と、対照として水田20カ 所を調査した。半円筒形オーガ

を用いて 1圃場5～ 6カ所から深さ40cmま で採取 し、0～20

cm(作 Jl層 )と 20～40cm(次層)に分けて (水用は 0～

15cmと 15～ 30cm)、 pH、 可給態リン酸、塩基交換容量、

交換態塩基含量、全炭素、全窒素について分析 した。

(2)冬期間における無機態窒素の溶脱量

1998年調査圃場の中から、キユウリ4カ所ついて調べ

た。2000年 H月 と2001年 4月 に、半円筒形オーガで0～60

cn深 まで採上し、20cm深ごとに無機態窒素量を測定した。

0～20cmの 上壌の仮比重を0.8、 20～ 60cmを 10と し、0～

60cm深中に存在する無機態窒素量を推定した (黒泥上の

仮比重は06と して計算 )。 2001年 4月存在量と2000年 11

月存在量の差を冬期間の溶脱量とした。

(3)露地キュウリ栽培圃場における暗渠水の水質

2001年 4月 ～ 12月 まで、キュウリ裁培圃場 (排水の良

い普通灰色低地上、面積8a)の暗渠 (120cm深 )か ら排

出される水を経時的に採取し、pH、 電気伝導度、硝酸

態窒素、亜硝酸態窒素、アンモニア態窒素、全リンを測

定 した。調査固場の窒素施肥量は、基肥20kg/10a(4月 3

0日 )、 追肥37 8kg、 (6月 14日～9月 9日、H回 )の計57.8

kgで あつた。また、この圃場の定植は5月 31日、収穫は6

月下旬～9月 22日 に行われ、収穫量は約10t/10aでぁった。

3 調査結果および考察

(1)転作野菜固場の上壌のrr化学lt

転作10年前後の野菜畑を調査した結果、土壌の養分状

態は栽培管理が集約的になるほど富化している傾向が認

められた。すなわち、作 t層のpHはスイカとキュウリ

圃場で高く、交換性Caと Mg含有量もスイカとキュウ
リ圃場が多かつた。Kは作上層、次層ともキユウリ圃場

で多かつた。可給態リン酸はキユウリ>ス イカ>エダマ

メ>(水稲)の順に多く、キュウリ間場の作十層は過剰

状態であつた (表 1)。

(2)冬期間における無機態窒素の溶脱量

露地キュウリ栽培圃場における無機態窒素の2000年 H
月の存在量は圃場により大きく異なつた。無機態窒素量

の多いK2とK4の同場では収穫後に、たい肥、モミガ
ラ、石灰窒素が施用されていた。この 2圃場においては、

無機態窒素の約85%(約 30～ 50kg/10a)ヵ'冬期間 (無作

付期間)に溶脱したと推測される (表 2)。

秋に、たい肥等を施用していないK3と K9の H月の無

機態窒素残存量はそれぞれ13.4kg、 8.6kgであるが、K3
では冬期間に10kg以上溶脱していた (表 2)。

(3)露地キユウリ栽培固場における暗渠水の水質

4月 ～6月 18日 まではまとまつた降水がなく、暗渠から

lul出 される硝酸態窒素は少なかつた。6月 19日 に81.Onu/

日の降雨があり、20日 の調査では暗渠水中に39.4皿 g/Lの

硝酸態窒素が含まれていた。8月 1日 に178.Ommの 大量の

降水があつた翌日の濃度は6.7mgと低くなつたが、この

後は、高い濃度 (18.0～ 32.3mg)で推移した (表 3)。

仮に、暗渠の集水率が60%で 、暗渠水中の硝酸態窒素

濃度を20mg/Lと して計算すると、5～ 10月 の降水量は874

mmなので、10kg/10aを 越える窒素がこの期間、暗渠から

系外に流出したと推定される。

亜硝酸態窒素とアンモニア態窒素は全期間低い値であ

ったが、8月 2日 (大雨の翌日)にやや高い値を示した。

暗渠水中の全リン濃度は低く、窒素と比べると溶出量は

極めて少なかつた (表 3)。

4 ま と め
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以上のように、集約的に栽培されるキユウリ圃場では、

大量の肥料・有機質資材が施用される結果、リン酸とカ

リが上壌に集積し、土壌中で移行しやすい硝酸態窒素は

降水により大量に溶脱していた。土壌中の残存養分量を

表 1 転作野菜圃場の上壊の理化学性

考慮し、作物の養分吸収量に見合つた施肥量にする必要

がある。

(H20)  Gnc/100g)  Ca    Mg    K   (my100g)  (%)    6)

水 稲  作土層  578■ 038  282± 63  118■ 45  33± 16  08■ 02  185:上  88 456「 =192 031± 012
1n‐20) 次 層  567■ 035 258± 75 102■ 48 30■ 17 05+02  381 244101■ 182 024■1010
*平均値士標準偏差

表 2 露地キュウリ栽培固場の冬期間における無機態窒素の溶脱量

エダマメ 作土層 606± 034 269± 53
(n=5)次 層 606± 022 251■ 63

スイカ 作土層 655± 022 384± 124
(n・9) 次 弄々 615■ 028 323± 140

キュウリ 作土層 650± 042 396± 83
(〕=11)次 層  596± 027 325± 91

K-4(普 通黒泥土)

表3 露地キュウリ裁培圃場における暗渠水の水質

133± 51  26■ 13  07■ 02  512■  88 370+076 025■ 0(■
109+52 25■ 14  05■ 01  146■ 124 339■ :03 021■ 0∞

218± 54  39■ 07  07■ 02  778■ (185 732■ 502 038± Om
147± 60   3 3■ 1 0   04ユ 10 1   13 0:±  6 9  742+7 41  033+01お

240± 4 1   45■ 1 3   23■ 08  2323■ 894  660± 309  044± 0 16
161± 50  36■ 21  17■ 08  520■ 毬 9 5521■ 4■0 0 3Cl± 016

2000年 H月 2001年 4月 (kg/10∂  (%)
K-2(表 層灰色グライ低地土)  349   51  298  854
K-3(表 層灰色ク・ライ低地土)  134   22  112  836

575       86     488      850
K-9 暗 通灰色低地■1   86  39  47  547
*0～ 611cm内 の無機態窒素の存在量

pH

EC(mS/cln)

硝酸態窒素 (mg/L)

亜硝酸態窒素 (mg/D

アンモニア態窒素 lm8/Ll

全リン llng/Ll
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0∞    O IX1   0 KXl

015

131

810
00

3233    18C14

0 00   0 1Xl

010

071

８０

　

∞

８‐

　

３７

５２
　

囀

１。

６０

３４

∞

“

３０

ｏ

。

２

ｃ

ａ

α

６３

５８

５７

∞

‐０

５４

，

α

２

α

Ｏ

ｏ

∞

“

７０

″

２‐

８

，

Ｏ

Ｃ

Ｑ

Ｏ

Ｑ

∝

　

“

０５

　

％

４２

２０

７２

∞

‐５

”

ュ

０

４

０

α

α

路

２９

８‐

∞

∞

∞

；

α

＆

α

α

α

％

”

墾

∞

∞

∞

ａ

０

４

α

Ｏ

Ｑ

1780
350
60
290

-226-


